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最低制限価格の算定方法について
★最低制限価格の算定方法は、最低制限価格の計算式で算出
した金額の合計に「発生物件の評価額（マイナス値）」を合算し

たものと考えて宜しいでしょうか。

回　　　　答質疑事項

防食工事施工中における、No.1～No.4汚水ポンプの運用方法、
稼動方法及び仮設方法をご教示願います。また、防食工事期間
中の上記対応は豊中市様にて行って頂けると考えて宜しいで

しょうか。

No

2

3

4

1

ポンプ（中間軸架台含む）　１２．９ｔ　（以下全て各１台）
電動機（抵抗器含む）　７．２ｔ
吐出弁　２ｔ
フラップ弁体　０．６ｔ
（以上、特記仕様書Ｐ．１９ 第５節 §１ №７吸込配管、吐出配管（材料）以
外）

特記仕様書P16　第5節　撤去工　§１撤去機器
★各撤去機器の重量を開示頂けないでしょうか。

特記仕様書P19　第3節　機器仕様　§４　配管
★ダクタイル鋳鉄管の台数が「1式」となっておりますが、記載さ
れている配管本数は、汚水ポンプ2台分のダクタイル鋳鉄管の

数量を記載されていると理解して宜しいでしょうか。

御質問の通りです。

乾季は３台運転可能な状態で、雨季は４台とも運転可能な状態とします。
仮設方法については、汚水ポンプの連続停止時間（水処理施設の全停止）
は、吐出井の排水（３５０㎥程度）を含んで最大６時間とします。
防食時は、汚水ポンプは通常運用、稼働で、作業は吊足場使用し、工事範
囲内とします。

「発生物件の評価額（マイナス値）」は直接工事費として計算されます。
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6
吐出管のパッキン等にアスベストは含まれていないと考えて宜
しいでしょうか。また不明の場合、調査費用は設計変更（増額）

対象として頂けると考えて宜しいでしょうか。
吐出管のパッキンには含まれていません。（既設確認済）

No 質疑事項 回　　　　答

5

設計書　第9号　発生物件の評価額
★有価値物

①鉄くず　ヘビーH2
②鉄くず　故銑

③ステンレスくず18－8）
各々の重量を開示願えないでしょうか。

適切に積算願います。
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